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係) 部会では，2011年 (平成23年) 4 月12日開催の第26回会議において
「民法 (債権関係) の改正に関する中間的な論点整理」が決定され，次い
で2013年 (平成25年) 2 月26日開催の第71回会議で「民法 (債権関係) の
改正に関する中間試案」が決定されて，それぞれパブリック・コメントの
手続が採られた。そして，民法 (債権関係) 部会では，これらを踏まえて，
2014年 (平成26年) 8 月26日開催の第96回会議で「民法 (債権関係) の
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債権者代位権の要件は，第 1 に，債権保全の必要があること (423条 1
項本文)，第 2 に，債務者がまだ自己の権利を行使していないこと，第 3
に，被代位権利が債務者の一身専属権および差押えを禁じられた権利でな
いこと (同項ただし書)，第 4 に，被保全債権が履行期にあること (423
条 2 項本文) である。以下では，これら 4 つの要件について，簡単に見
論
説

















































282(282) 法と政治 67巻 1号 (2016年 5月)
(１) 松井宏興『債権総論』95頁 (成文堂，2015年)。





































































































































者は権利を処分できない (最判昭48・4・24民集27巻 3 号596頁)。これに
対し，改正法案は，債権者が被代位権利を行使した場合であっても，債務
者は，被代位権利について自ら取立てその他の処分をすることができ，相















































































て行為をしたこと (424条 1 項本文)，第 2 に，詐害行為によって利益を
受けた者 (受益者) が行為の時に債権者を害することを知っていたこと
(同項ただし書参照)，第 3 に，被保全債権が詐害行為前の原因に基づい































行為 (詐害行為) である (424条 1 項本文)。現行法では「法律行為」が







































































































法と政治 67巻 1号 (2016年 5月) 291(291)
(13) 松井・前注(１)113頁以下。
(14) 潮見・前注(２)71頁。




ことである (424条の 2 )。








2・5 民録12輯136頁，大判明44・10・3 民録17輯538頁，大判大 7・9・26
民録24輯1730頁など)，売却代金を債務の弁済や家族の生活費などの有用
の資金に充てる目的で不動産を売却した場合には，例外的に対象にならな

































292(292) 法と政治 67巻 1号 (2016年 5月)
(15) 潮見・前注(２)7172頁。
に，当該行為が, 債務者と受益者が通謀して他の債権者を害する意図で行




















たことである (424条の 3第 2項)。












































































詐害行為取消権は，訴えの方法で行使する (424条 1 項)。そして，債
権者代位権と異なり，裁判上の行使しかできない。訴えの相手方 (被告)
は，①受益者に対する詐害行為取消請求の訴えでは，受益者であり (424
条の 7 第 1 項 1 号)，②転得者に対する詐害行為取消請求の訴えでは，転
得者である (同項 2号)。




法と政治 67巻 1号 (2016年 5月) 295(295)
(18) 松井・前注(１)122頁。
権者は，詐害行為取消請求の訴えを提起したときは，遅滞なく債務者に訴








者の財産の返還が困難なときは価額の償還請求である (424条の 6第 1項)。
②転得者に対する詐害行為取消請求では，債務者の行為の取消しとともに，
転得者が転得した財産の返還請求，または，転得者の財産の返還が困難な






のみ行為の取消しを請求することができる (424条の 8 第 1 項)。また，
債権者が価額の償還を請求する場合 (424条の 6 第 1 項後段・第 2項後段
の場合) には，債権者は自己の債権額の限度でのみ行為の取消しを請求す

















































る場合 (426条の 6 第 1 項後段または第 2 項後段) についても，改正法案








法と政治 67巻 1号 (2016年 5月) 297(297)
(20) 潮見・前注(２)79頁。
















































































法と政治 67巻 1号 (2016年 5月) 299(299)
(23) 例は，潮見・前注(２)8182頁による。
 受益者の債権の回復
債務者の債務消滅行為 (例えば代物弁済) が取り消された場合 (424条
の 4 により取り消された場合を除く) において，受益者が債務者から受
けた給付を返還しまたはその価額を償還したときは，受益者の債務者に対

























































































































































法と政治 67巻 1号 (2016年 5月) 303(303)


































































(価額の償還請求) が内容となっている (424条の 6 第 1 項)。次に，転得
者に対する詐害行為取消権の行使では，詐害行為の取消しと転得者が転得



















被告は受益者または転得者であり (424条の 7 第 1 項)，債務者は被告に
ならないが，詐害行為取消請求を認容する確定判決の効力が債務者に及ぶ
とされた (425条)。そして，これとの関係で，訴えを提起した債権者の










































306(306) 法と政治 67巻 1号 (2016年 5月)
したがって，詐害行為取消権の行使と受益者・転得者の善意・悪意の関



























法と政治 67巻 1号 (2016年 5月) 307(307)
されていない場合
この場合，債権者ＧはＤを被告としてＳＤ間の売買の取消しとＳまたは













求することになる (424条の 6 第 1 項後段)。この場合，Ｇは自己への金
銭の支払いを請求することができる (424条の 9 第 2 項)。そして，Ｄは，




































の甲の引渡しを請求することができる (424条の 9 第 1 項)。そして，Ｅ
は，Ｄに対する反対給付 (代金800万円) の限度で，ＤのＳに対する反対
給付 (代金500万円) の返還請求権を行使することができる (425条の 4


































310(310) 法と政治 67巻 1号 (2016年 5月)
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von Rechte eines Schuldners
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